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 「民間規格の技術評価の実施に係る計画」（令和３年５月 12 日原子力規制委員会）

に基づき、日本原子力学会標準「中深度処分対象廃棄物の放射能濃度決定方法の基

本手順」2019 年版（以下「放射能濃度決定標準」という。）の技術評価について、

次のとおり行うこととしたい。 

 

１．放射能濃度決定標準の主な内容 

原子力発電所から発生する中深度処分対象廃棄物の放射能濃度の決定方法に

関する以下の 2つの手法が規定されている。 

○ 理論的方法として、放射化した材料（金属等）を対象とした放射化計算にお

ける、評価対象核種及び放射化条件の設定方法 

○ 実証的方法として、使用済樹脂等の試料分析における、代表性を有する試料

の採取方法 

 

２．技術評価の体制 

「中深度処分対象廃棄物の放射能濃度決定方法に係る日本原子力学会標準の

技術評価に関する検討チーム」を設置し、公開の場での議論により技術評価を行

う（別添参照）。 

 

３．今後のスケジュール 

 令和３年度中に技術評価書案及び放射能濃度決定標準を引用する審査基準等1

の案をとりまとめ、原子力規制委員会に諮る。 

                                            
1 核燃料物質又は核燃料物質によつて汚染された物の第二種廃棄物埋設の事業に関する規則に係る審査基準を

新規に制定する等がある。 
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